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お わ り に
本論文では，グローバリズムについてその意義と内容，自由主義，ニュー・リベラリズム，ネ
オ・リベラリズムとグローバリズムとの関連そしてホブスンによる資本主義経済制度が余剰（余
剰資金や過剰生産）を発生させる根拠について概観したが，クローバリズムは世界市場という名
称の通り，市場機構を根幹とする資本主義体制特有の現象と言えるであろう。しかしグローバリ
ズムが進展すればするほど，そのメリットとデメリットはさまざまな形で表出・顕在化するであ
ろう。
筆者は，グローバリズムが今後も一層進展すると考えている。なぜなら，ホブスンが「レント
論」や「過少消費説」で指摘した通り，資本主義体制は必然的に余剰資金と過剰生産物を生み出
すシステムに相違ないからである。さらに，国民の福利の増大という面から考えても，自由主義
思想，民主主義そして市場機構を維持・拡大するという目的を実現可能にするからである。すな
わち，全世界の人々の生産力，生活水準，教育水準を向上させることを目的とするどのような形
態のグローバリズムが主張されたとしても，自由主義思想，民主主義そして市場機構を継承した
ものでなければならないであろう。
ホブスンは，国内に存在する余剰資金と過剰生産物を解消するために，自由主義を維持しつつ
経済・司法・立法・行政・選挙制度改革等に至る広範囲な国内的な社会改革を目指している。こ
れらを現代的に言い変えれば，国内的なセーフティ・ネットの構築と言えるであろう。
グローバリズムが自然淘汰説に基づく競争的市場を維持し続ける限り，格差，不平等，環境問
題等はより深刻になるであろう。これを防ぐ唯一の手段は，政治的ボーダーレス化すなわち政治
的一元化をもたらす国際システムの構築の設立と世界市場におけるセーフティ・ネットの構築が
必要になろう。
（1） グローバリズムには金融の世界市場化，財・サービスの世界市場化がある。最初に流動性の高い貨
幣の移動が発生し，その後，実物的な財の移動が続くことになる。言い換えれば，金融危機が最初に
発生し，その後，その危機が実物経済に波及することになる。
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注
（2） NewLiberalism,NeoLiberalismとも日本語訳では「新自由主義」と訳されているため，ここで
は，ニュー・リベラリズム，ネオ・リベラリズムという表記にする。
（3） パクス・ロマーナは，紀元前から紀元180年までの，ローマ帝国の覇権による広域支配体制である。
代表的な覇権による支配体制には，19世紀中葉から20世紀初頭にかけてのイギリスによる支配体制
であるパクス・ブリタニカ（PaxBritannica），第2次大戦以降のアメリカ合衆国による支配体制で
あるパクス・アメリカーナ（PaxAmericana）等がある。特に，パクス・アメリカーナはアメリカ
合衆国の通貨のドルを世界通貨として用いる金ドル本位制とそれを支えるIMF体制，さらに財・サー
ビスの交易条件の改善を目指すGATT（後に発展的に解消し，WTOとなる）体制を2本柱にした
支配体制である。加えて，この体制は民主主義と人権擁護を基本的スタンスとした「アメリカン・ス
タンダード」あるいは「グローバル・スタンダード」を世界中に浸透させた。これが現在のグローバ
リズムを形成する基盤ともなっている。
（4） WTOはGATTのウルグアイ・ラウンドの合意に基づき，GATTを発展解消した組織として1995
年に設立された。WTOがGATTと相違しているのは紛争処理機能を持っている点にある。IMFは
1946年に各国中央銀行の取りまとめ役として設立され，最初は内政不干渉の立場で融資を行ってい
たが，1979年以降，政策改善を条件とした融資を行うようになる。WBは1946年先進国の復興と発
展途上国の開発を目的として設立される。IMFとWBの相違は，前者が短期資金の提供が主目的で
あるのに対し，後者はインフラ整備等の長期資金の提供が目的とした点にある。なお，WBの傘下に
は，国際復興開発銀行（IBRD），国際開発協会あるいは第2世界銀行（IDA），国際金融公社（IFC），
多国間投資保障機関（MIGA），国際投資紛争解決センター（ICSID）がある。
（5） ヒュームの貨幣数量説は，国内に蓄積した貨幣（貴金属）が増加することにより，物価上昇が発生
し，物価の安い国へ貨幣（貴金属）が流失し，物価水準が元に戻るという主張であり，貨幣（貴金属）
は各国の財の生産量に応じて配分されるため，過度に貨幣（貴金属）を蓄積しても無駄であるという
主張でもある。デフォーは高賃金が国内市場を拡大し，輸出入を拡大させるため，高賃金が財の質を
高め，国際競争力を増加させるという主張である。
（6） 比較生産費説は，生産要素が1つ，2国で2財，収穫一定という生産関数，2国間には生産性の相
違がある，生産用素は完全利用状態である，生産要素の国内での移動可能性を認めるが，国際的移動
可能性は認めない，運送費はゼロである等の仮定からから成立する理論である。
（7） 福祉国家は，1942年，イギリスのW.H.ベヴァリッジ（W.H.Beverage）が提出した「社会保険
と関連サービス（ベヴァリッジ報告）」において主張された社会保障制度や雇用対策を実施する国家
であり，「ゆりかごから墓場まで」という標語で知られている。
（8） ホブスンのレント論は1891年 ・TheLawofThreeRents・に始まり，・TheElementofMonopoly
inPrice・,1893年 ・TheSubjectiveandObjectiveViewsofDistribution・,1894年 ・DoesRent
EnterintoPrice?・,1895年 ・TheMonopolyRentsofCapital・等の論文で議論され，これらの内容
が1900年TheEconomicsofDistributionで最終的な定式化されている。
（9） ホブスンは著書，論文等により，強制レントを土地の独占から発生する経済レント，企業の独占か
ら発生する独占レント，他の独占から発生する希少レントとさまざまな名称で呼んでいるが，これら
すべてが競争の自由が損なわれた状態で発生していることから，ここではこれらを一括して，強制レ
ントと呼ぶことにする。
（10） 特別利益は生産の限界支出から測られる生産者レント（producer・srent）と消費の限界支出から
測られる消費者レント（consumer・srent）から構成されている（Hobson［1900］1972,4754）。生
産者レントは1月，1年という一定期間の売上から費用を差し引いた純利益（netprofit）であり，
消費者レントは一定期間の所得から必需品等の消費を差し引いた金額，すなわち貯蓄額と等しくなる。
ホブスンの生産者レント，消費者レントは常に一定期間内に具体的金額として発生するという特徴が
ある。マーシャルは生産者レント，消費者レントを生産者余剰，消費者余剰（consumer・ssurplus）
と呼んでいることから分るように，ホブスンと同様の認識を持っていると考えられる。しかし，生産
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者余剰（producer・ssurplus）は生産者の受け取る収入と費用の差額，消費者余剰は支払う意思があ
るにもかかわらず，実際には支払わずにすんだ部分であると定義している。ホブスンは強制利益と特
別利益は土地の独占的占有，寡占・独占企業等による競争の自由が損なわれたことから発生すること
から，これらを一括して強制利益と呼ぶことにする。
（11） ホブスンの過少消費説が，過剰貯蓄説あるいは過剰投資説と呼ばれる理由は，貯蓄＝投資＝資本と
いう想定からである。
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